
11月19日
令和7年

13：30～17：00
プラザホテルむつ

会場×オンライン同時開催

参加費無料／事前申込制（先着順）

21

近況報告・研究報告

日本南極地域越冬隊長から見た南極生態系の変化について
　　公益財団法人日本海洋科学振興財団　評議員・国立極地研究所　名誉教授　　福地　光男

風向風速観測機（簡易タイプ）実用化へ向けて　～チーム「Aries2nd」の取り組み～
　　青森県立むつ工業高等学校　機械科　酒井青空・佐藤瑛太・柴田龍駕・二木海斗
　　　　　　　　　　　　　　　電気科　川向慶宗・佐賀海音・相馬龍斗

　「第 21回むつ海洋・環境科学シンポジウム」 事務局
 　（公財）日本海洋科学振興財団むつ海洋研究所　TEL ： 0175-22-9111　e-mail ： sympo2025@jmsfmml.or.jp

会場参加（定員 180 名）  ・  オンライン (Zoom) 参加（事前申込制・参加費無料）
※ 定員に達した場合は締め切らせていただきますが、当日会場内に余裕がある場合は参加可能です。

■ 電話または e-mail にて以下をお知らせ下さい。
　　参加方法（会場参加、またはオンライン参加）、氏名、所属、電話番号、e-mail アドレス
■ 詳しくは、専用ホームページをご覧ください。
　　[専用ホームページ]  http://jmsfmml.or.jp/j/event/symposium/symposium21.html

詳細はこちら参加方法

申込方法

申込・問合せ

主催　公益財団法人日本海洋科学振興財団  むつ海洋研究所、　公益財団法人環境科学技術研究所
　　　国立研究開発法人日本原子力研究開発機構  青森研究開発センター　
　　　国立研究開発法人海洋研究開発機構  むつ研究所、　青森県下北地域連携事務所 、　むつ市

■ 海洋財団３０年を振り返って
　　　日本海洋科学振興財団　　　渡邉　修一

■ 海洋の一次生産者（海藻、海草、植物プランクトン）におけるヨウ素蓄積の特徴 
　　　環境科学技術研究所　　　　角田　英之　・　佐藤　雄飛

■ 加速器質量分析装置により明らかにした福島周辺海域における海水中のヨウ素129濃度変動
　　　日本原子力研究開発機構　　横塚　純一　・　鈴木　崇史
　
■ 100年後の海では貝が殻を作りにくくなる？　～酸性化が進んだ"海の脅威"～
　　　海洋研究開発機構　　　　　佐々木　建一　・　清水　啓介


